
藷望どおりの人数の出産・子育て、ひとり親家庭の生活環境改善（教育費負担感の軽減、相談体制の充実）

⑪希望する教育を露けることを阻む制約の克服 （その2)

【国民生活における課題】

不董枝や中退等・進学断念による格
差発生を防止したい。
－富榛中退曹の職業（2012年｝
盲犠中退者の41.6鳩fフリーター周。正祉買眉は
7. 7% 

．本量桟であった者はその後の就学・就業でも困難
を抱える傾向

中3で不量榛でおった者の高校進学寧r:ss.1% 
｛一般98.5%) .富按中退寧14.0% （ー般1.5坊、

大学進学率22.8%（ー般54.6泊、非就学・非就業
率18.1% （ー般7.3%)

・家庭状況別大学進学率
全体 73.2覧
ひとり親家庭 41. 6覧
生活保護世帯 32.9%
児童養護施設 23.3%

・学歴別生涯賃金｛男性、引退まで．退職金を曾
む） (2013年｝
大学・＊学院寧 3値1270万円
中学様車 2億2300万円
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年鹿

2016 
隼鹿

2017 
年鹿

【具体闘な施策】

・貧困による教育棺差やいじめ・不宣棟、障害のある子供、日本語が週じない子供など、特別な国慮を必要
とする児童生徒にきめ細かく対属した指導を行うため、担当教員の1i置充実等の学枝指導体制の確保に取

υ組む。

－不量槙や中退を未然に防止するとともに、学槙復帰を園るために．学槙等における教育相談機能を強化す
る。具体的にI忠平成31年度までに．原則として、スタールカウンセラー（SC）を全公立小中学槙に1a置
するとともに、スクールソーシャルワーカー（SSW）を全中学槙区に田置する。また、現在絢6割の自治体
が設置する教育支援センターの全国展開11ぴ教育相談機能の強化に取り組む。

－義務教育を十分に畏けられていない曹に対して教育の機会を確保するため、フリースクール等の芋槙舛で
学ぶ子供たちへの支援の推進、寵問中学の設置促進等を実施する。

・安心して子育てができ．盲齢者や障害者等も集える地域コミzニティの拠点ともなる学模施設の整備を推
進する。特に、学枝施設の耐震化・老朽化対策等、安全・快適な教育環境の整備を進める。
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指標2025 I 2026 
年車 ｜：年贋以降

スクールカウンセラー（SC）：小中24，αm校（2015年度）－27,500校（2019年度）
スクールソーシャルワーカー（SSW):2,247人（2015年度）→10，は加入 ｜’臨時聞の開轄における専門蔵山ふさわしい師察側蜘問側

2020年
・不霊枝の小中学
生のうち．学校肉
舛で相援等を要け
た曹の割合を稽望
するすべての者fJf
相談を露けたと考
えられる水準

不登桟・
中退等
対鏑

（初19年度）

一一一一一一一一一－1 I I I I I 

フリースクール等の苧槙舛で学ぶ子供たちへの支掲方策の検討．推遭

(2014年鹿調査に
基づく鼠算では絢
80. 0%）まで盲め
る（2014年鷹：
71. 8%) 



安心した生活（障害者、難病患者、がん患者等が自立し．社会参加しやすい環境づくり｝

⑧ 障害者、難病患者、がん患者等の活躍支援（その3)

【国民生活における課題】

障害者、難病患者、がん患者等が、
希望や能力、障害や疾病の輔性等
に属じて活躍できる環境を整備す
る必要がある。

障害のある子供も、障害のない子
供と可能な限り共に学べるように
し、自立や社会参加を果たせるよ
うにしたい。

・週踊指導を要けている児童生語教はこの10
年聞で2.3倍に増加し、 2015年5月現在絢
90,000入。高等学槙には週級制鹿Iまない
・遍観指導について．小中学槙の槙長等．
コーディネーター．週締担当者、学踊担任
の9割以上が効果があると回答（2013隼）

車京天蚕を
した、心の
1＜リアフリー．
ユ＝パーザル
デザインの
衝づくりの

2015 
年麿

【具体的な施策】

・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大舎を契機に、ユエバーサルデザインの祉会づ
くり（心のバリアフリ一、街づくり｝を推進する。支化プログラム（beyond2020プログラム）
の一環として、障害者の文化芸術活動を推進すること等を週じ、障害者の自立・祉会参加のた
めの支援や障害者に対する理解を促進する。

－輔別な支援を要する子供が祉会で自立し活躍するカを育むために必要な教育を受けられるよう
にICTの活用を曾めた環境整備を進める。

・小中学校における週級指導を推進するとともに、高等学枝においても遍級指導を平成30年度か
ら新たに制度化し、小中富等学枝あわせて指導肉容や指導体制等の環境整備を進める。

－輔別支援学校教員の特別支援学校教諭免許状保有率については、現在約7割にとどまっている
ことから、 2020年鹿までにおおむね100%に引き上げる。

• 2020年東京パラリンピック競按夫会を契機に、特別支援学校等において、障害者が身近で安
心・安全にスポーツができる拠点づくりを推進するとともに、多様性が認められる祉会づくり
のー環として、パラリンピック教育を推進する。

・陣害者差別解消法に基づき、障害者差別解消支援地域協議会の設置促進等を進める。
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『ユ＝パーサルデザイン2020』
実行｛とりまとめと並行して

実行開始｝

2021 
年麿

2022 
年麿

2023 
年麿

2024 
年麿

2025 
年麿

2026 
隼店以

降
指標

障害者の実雇用車
2. 0% (2020年｝を
遺戚

2020年東京オリンピック・ 陣パラリンピック揖揖大舎の 2020隼東京オリンピック・パラリンピック揖揖大舎の
レガシーとして、障害者の文化芸術活動の 障害福祉サービスの

利用者のー般就労へ
の移行者数： 2017年
鹿束までに2012年鹿
実績の2倍以土

実化プログラム（beyond 書 2020プログラム｝と連携した

障害者の文化醐活動の墨喜雄遭

百五、加碑；即＝＝宿
学習指導要領改町、 理

型空舗周一I一一
特別支橿学槙教員の特別支提

言l』＝げ（ 2014年鹿：73%→

障害者墨書鵬醐遣の

よりー圃の発展

寓等学槙での週揖指事開始．指事肉容や指導体制等の環境整備推進

l1糊…てEな一日賞三樹
富犠で温級指導が
望まれる曹の実現割
合： 100%(2020年
度｝


